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　現在、市内には国・県・市の指定文化財が178あります。その中で一番
初めに指定された文化財、国の天然記念物の「逆杉」を紹介します。
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塩原八幡宮の逆
さかさす ぎ

杉
～市で最初の指定文化財～

逆杉が指定されたのが昭和12年。2番目に指
定年月日が古いものは何かというと、昭和
33年（1958）に栃木県の有形文化財となった

「温泉神社石幢（せきどう）」です。
塩原の新湯温泉神社の脇にあり、鎌倉期から
室町期にかけて盛んだった地蔵信仰の供養塔
です。

二番目の指定文化財は？
Topic 　

「
逆
杉
」は
、
塩
原
八
幡
宮
の
境
内
に

あ
り
、
推
定
樹
齢
は
１
５
０
０
年
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
ス
ギ
の
木
に

比
べ
、
逆
杉
は
地
面
に
向
か
っ
て
垂
れ

た
太
い
枝
が
多
い
こ
と
か
ら
こ
の
名
が

つ
い
て
お
り
、
市
内
の
現
存
す
る
指
定

文
化
財
の
中
で
は
最
も
早
く
、
昭
和
12

年（
１
９
３
７
）に
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
木
は
２
本
が
並
び
立
ち
、
根
元

で
つ
な
が
っ
た
姿
を
し
て
い
ま
す
が
、

康
平
５
年（
１
０
６
２
）、
源
義よ
し

家い
え（

八

幡
太
郎
義
家
）が
奥
州
征
討
に
向
か
っ

た
際
に
こ
の
地
に
泊
ま
り
、
戦
勝
祈
願

の
祭
壇
を
丘
の
上
に
作
り
、
竹
の
代
わ

り
に
ス
ギ
２
本
を
植
え
た
の
が
、
こ
の

逆
杉
で
あ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
残
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
源
頼よ
り
よ
し義
・
義
家
親

逆杉（国指定の天然記念物）

子
が
こ
こ
で
食
事
を
と
っ
た
際
、
箸
の

代
わ
り
に
用
い
た
杉
の
小
枝
を
地
面
に

逆
さ
に
刺
し
た
も
の
が
大
き
く
な
っ
た

と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

西
側
の
杉
が
雄
木（
樹
高
約
40
ｍ
）、

東
側
の
木
が
雌
木（
樹
高
約
33
ｍ
）と
呼

ば
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
夫
婦
杉
と
し

て
も
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
夫
婦
が

お
互
い
に
助
け
合
っ
て
成
長
す
る
姿
と

思
う
と
、
縁
結
び
の
ご
利
益
も
あ
る
か

も
…
？

　

ち
な
み
に
、
逆
杉
の
あ
る
塩
原
八
幡

宮
の
本
殿
も
、
市
の
指
定
文
化
財
。
塩

原
の
歴
史
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
ら
れ

る
魅
力
的
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

塩原八幡宮（本殿）

温泉神社石幢

逆杉、
塩原八幡宮

市役所塩原庁舎

塩原小中学校至
田
島

至
関
谷

※出典：国土地理院ウェブサイト(http://maps.gsi.go.jp)地理院地図を加工して使用。
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